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遠い故郷の海へ

獣医学部教授 神 谷 正 男

……一時間幸せになりたいときにはお酒を飲みなさい， 三日間幸せになりたければ結婚してみ
やっつけ

なさい， 八日間幸せになりたければ豚を殺て食べる。 …•••というのがあったが， 私はお酒を

戴くと， ものの30分もしないうちに幸せな気分になる。 ときには眠り込み， 遠い日のく故郷

の海の夢＞へ繋がることがある。 1993年の大晦日は例によって宿題の原稿を少 し でも仕上げ

てと， •…••本当はなにも終わってはいないのであるが……， 深夜， 中央郵便局の速逹窓ロヘ

駆け込み気休めの発送をする。 正月は， 少し畏まった気分でご馳走とお 酒 が は い る。 そ れ に

25年前にバンコックでもとめた古いレコードで， 3 枚組のハイドソのく四季＞を探しだす。 合

唱の部分で春の海か森の雰囲気の辺りまで進んだ頃， 酔もほどほどになった。 知人から贈られ

た本の表紙の不思議な風景が目にとまる。 ひわ色の空と紅鬱金の空とが混ざりあって海に繋が

るバリ島の風景である。 開くと， こんな活字が飛び込んできた。 <······人間の体の奥には， 遠

い古生代の魚が一匹ひそかに棲んでいる・・・・・・＞（三木成夫，海· 呼吸• 古代形象一一＿生命記憶と

回想うぶすな書院）。 これは形態学からはいっているが， 連綿とつづく進化の流れのことが書

かれているらしい。 男と女の違い， 人間とか動物の違いをはるかに越えて， あるものは故郷の

海を捨てて陸へ， あるものは再び悔へ戻っていった40億年の生物の夢の跡をいまの人 間 の 体

にもみているのである。 その延長線上にはウイルスや細菌， 寄生虫， 植物さえ応含まれよう。

人間の体を例えば動物とか森とか海に， 古生代の魚を例えば寄生虫とかモンゴルの醤歯類に置

ぎ換えると新しい発見がありそうな気がした。 我々の教室の専門は寄生虫学であるが， この著
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者と同じように時間的スケールも加味して，教室の創設以来，地球上のどこかに密かに隠れて

いる寄生虫を探し回っている。寄生虫のことがわかれば宿主のこともよく判るからである。進

化と云うおおそれた命題でなくても，今日明日の問題であるエキノコックスのような寄生虫病

の対策もたてられるからである。

最近，「動物系統分類学・爬虫類 II, 内田亨• 山田真弓監修，中山書店」が刊行された。

20回目の配本である。 まだ完結していない。定価 ¥40,000の高価な本である。第 1回目の配

本が昭和 37年 (1962)で，芋 4,000であった。当時，生協のカレーライスが 33円，いま大盛り

で300円なので，物価の上昇を考えるとあまり変わってはいない。このような出版を支える人

が少ないので仕方のないことなのであろう。

その巻頭言に本学理学部の内田亨教授は次のように書き出している。「•…••生物学者の間

で，系統分類学は，だいたい完成された学間であるから，今後そう大きな変化はないと言われ

ることがある。しかし自然科学の中に完成したという物が存在するであろかうか。……自然科

学は動いており，その分野は広がりつつ，他の分野と結びつき，研究方法は絶えず変化するの

で， 時に全く新しい内容を持ち， 目新しい様相を呈するようになることがある…••」。 この企

画が始まってから 30年以上もたっているが完結まであと数分冊を残している。本学の山田真

弓名誉教授があとを引き継いだ。

戦前にも同様の企画があった。「系統動物学，第 1 巻，大島廣• 岡田弥一郎編， 1943,養

賢堂」， 984頁の大作である。 その序に，「••••••今や長い間苦しみ抜いた仕事の一部がこの第 1

巻となって世に生まれ出づるをみて，私の胸には感慨の特に深きものあるを禁じ得ない・・・・・・」

とある。ところが， 1巻だけで終わっている。太平洋戦争へ突入して，この企画は中断したの

であろう。

この時期，米国においても同様の企画があった。ハイマンの「THEINVERTEBRATES 

（無脊椎動物）， L.H. Hyman, McGraw-Hill, N. Y., 1940」である。しかし， これ心原生動物に

始まって第 6巻の軟体動物で終わっている。 彼女は， その 40年前に完結しなかったラソカス

ターの「Treatiseon Zoology」を引ぎ継いで，大変な意気込みで望むが， 1967 年，「•…..残念

ながら，軟体動物 Iを心って終わらざるをえません。 78歳という年齢でこれを完結するには

集中力を欠くようになりました••••••」として，後続の研究者に期待してこれまでの訂正や追加

意見を述べたあと， に…••いま私はこの分野から引退しますが，満足しています。 当初の目的

である無脊椎動物の研究を鼓舞するという目的を逹しましたので……」と結んでいる。学問の

継承とはこういうことを言うのかもしれない。しかし，なんと手間ひまのかかる作業なのであ

ろう。現在，研究の成果は質よりも量で評価され， ゴミのような情報が氾濫する時代にある。

先人のくこころざし＞は受け継がれてはいるが，少し心細くなっている。

自然科学は形の追求から始まったようであるが，最近の生命科学の還元主義的な煩向はま

すます進んでいる。自然の出来事をく統計作成室の計算間題＞と考えられるようになってから

久しい。 ミトコンドリアの DNA情報をブーツストラップ（靴のつまみ皮）とかいう方法で調

理して別の面からすこし生物の歴史について語れるようになった。 '60年代に内田亨教授が予

測した＜且新しい様相＞の時代とは，まさにいまの生物学の状況を言うのではないだろうか。

少し生臭さはあってもく生物多様性＞の重要さは認められつつあるし，この様な形を追求する

科学が全体を統合する架け橋となる可能性は残っている。牧が北海道大学には役所機能だけで

はなく当面の自然の間題を解決する風土に加えて，間題を発見する風土がまだ残っていて，そ

れらを統合するバイオニアーの系譜が生きつづけていると信じたい。
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さて， 正月のお祝い酒からいきなりこんな話になってしまったが， ＜お酒は呑まない， 結
婚はしない， 豚もやっつけない人＞はどうしたらいいのか？ 旅をおすすめしたい。 旅をして

いるとお酒なしでも酪酎状態になれる。 そのためには， 頭よりも足， 欲を言わせていただけれ

ば， ＜考える足＞を鍛えたい。 明日の今頃， 私は南アメリカ大陛の端のほう， ウルグアイヘ向

けて飛行機の中でく故郷の海の夢＞でも見ているであろう。 かの国の寄生虫・ニキノコックに
ミ ー ル ・ チケソト(=meshi no tane)を求めて。 （獣医学部図書館委員）

,''•"''"'"•"'"'"'"'""'""'"辺......................." ...
.............................................................................................................................. " ................ ,,』....................................................................................................., 

i 
附属図書館教養分館にブックディテクション 。

i システムが導入されました

i このたび，教養分館では北大で初めてのブックディテクション・システム（図

： 書の皿断帯出警告システム）を2階開架閲覧室に設置し， 1月17日（月）から本
l 

： 稼働させています。 現在のところ， 利用者各位のご理解とご協力により混乱もな

i く順調に運用されています。
£ 

｛ 退室の際， 貸出手続きを忘れて図書を持ち出そうとすると， 警報プサ ー が鳴

； り出口のバーがロックされますので， 必ず貸出手続きを済ませてから退室される

i ょうお願いします。
呈

｛ 同ジステムの導入により利用者は， 2階開架閲覧室内にも手荷物等を自由に

〗 持ち込めるようになりました。 また， ビデオル ー ムを4階から2階開架閲覧室内

J 
2 に移設しましたので， 利用者は貸出手続きをする必要がなくなり自由に利用でぎ

： るようになりました。
l 
g なお，誤作動でブザ ー が鳴ることもあり， そのような状況に対する対応には，
!'. ［ 細心の注意を払うよう心がけていますが， 誤報のときは利用者の方々のご理解と
至

［ ご協力をお願いする次第です。 （教養分館情報サ ー ビス掛） ｛ 
{ { , ...........................................................................................................................................

............................................................... w ................................................................................................................ . 
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全学的情報システムに向けて

一次期図書館電算機システムの考えかた一

附属図書館情報システム課図書賠専門員 宇 野 弘 純

8年前， 図書館に コ ンピュ ー タ ー が導入され， 北大の蔵書を全学いたるところから簡単に

検索できるようになりました。 従来， 手作業で目録を作成し， ファイリングし， 電話で問い合

わせしていたことに比べ， 利用者サ ー ビスにとって画期的なことでしたが， 同時に， 我々図書

館職員の図書館の捉え方についての大きな転換の契機でもありました。 さらに， 一昨年学内ネ

ットワ ー クを利用したCD-ROMマルチ検索システムの導入によって， この転換はより一 層明

確に意識されるようになりました。 コ ンピュ ー タ ー ネットワ ー クの世界の威力を知れば知るほ

ど， テクノロジ ー の発達による学術情報流通の基本的変化に基づく情報環境の進展に対して，

図書館の伝統的機能の充実だけは対応しきれないのではないかと感じ始めています。

学術情報の増大は， これを収集し， 菩積し， 管理し， 読むよりも早く進んでいます。 情報

の電子化も進み， コ ンピュ ー タ ー でしか扱えない新たな形式の情報や， 図書館を経由しない情

報の流通経路も数多く出現しています。 大学で必要とされる学術情報にかかわる機能は， 図書

を「受入」れ， 「整理」し， 「閲覧」に供するという伝統的な概念を越えています。

大学図書館の将来像は「図書館の機能の充実」ということに留まらず， 伝統的刊本図書館

の経済性と技術革新がもたらす学術流通の基本的変化を前提とし， 大学で必要とされる情報サ

ービスにとって必要なものを作るという発想から検討すべぎだと思います。

このような認識から， 平成7年4月稼働開始を予定している次期図 書 館 電算機システム

は， 大学におけるト ー タルな学術情報システムというものを強く意識して基本設計を行ってい

ます。

1. 大学で必要とされる情報サ ー ビス

かって， 「図書館にかよいつめる」ことが研究• 学習に打ち込むことの象徴的表現 の一つ

でしたが， 今や研究に必要な情報は「図書館の資料」の枠を大ぎく超えています。 大学で必要

とされる情報は， その内容から， 1)研究教育活動に直接利用される情報（広義の「学術情報」），

2)研究教育支援情報， 3)キャンバス生活情報， に分けられるでしょう。 情報サ ー ビスの形態

からは， 1)収集· 蓄積•利用提供， 2)外部情報システムとの連携， 3)計算処理， 情報処理，

4)情報処理教育， 情報基盤整備， 情報処理支援， に分けられると思います。
一般に「学術情報」は， 内容が学術的である情報 （学術雑誌や学習図書などの狭義の「学

術」情報 ） と， 学術活動の素材となる情報 （統計， デ ー タ， 新聞， 文書， 写真などの「事実情

報」）と， これらを効率的に利用するための情報（目録や書誌などの「文献情報」）を含んでいま

す。 むろん， デ ー タ集などは学術的素地の上に収集・編集されますし， 「目録」の中にも北 方

資料目録のように学術的成果と評価されるものもあります。 しかし， 従来「学術情報流通ジス

テム」として実現されているものはむしろ「文献情報システム」でした。

とりあえず， 次期図書館電算機ジステム（以下， 次期ジステムという ）では， 「学術情報」

と「研究支援情報」を効果的に「収集・菩積• 利用提供」し， 「外部 情 報システムとの連携J

をとれるようなものとし， 学生の主として学術情報に係わる「情報処理教育」にも役立つこと
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を目標にしています。

2. 図書館の情報ネットワ ー クサ ー ビス

1) 蔵書情報の提供

No. 89 (1994. 3) 

本学には約300万冊の蔵書があります。 図書。雑誌などの「冊子体」はコンバクトでパラ

パラ通覧できますし， 物理的に固定化され， 形象化された記録情報として情報の「権威」を示

すこともできます。 情報媒体の電子化がさんになっても当分の間， 「 本」は出版の王流で あり

続けるでしょう。

これらの北大が所蔵する学術資料の所在情報を迅速に提供することがま ず第 一 に 必 要 で

す。 次期システムのオンライン日録(OPAC)は， より簡単な操作でどこからでも検索できるよ

うにしたいと思います。 閲覧室の蔵書検索端末 (OPAC端末）では， ロ ー マ字かな変換， 漢字

入力， 文字表， 分類記号の一覧なども利用できるようになります。

また， 「 論理演算」や「前方一致」という手法を使ってコンピュ ー タ ー ならでは の 探 し方

ができます。 たとえば「（山田か山崎）某の書いた（日本の経済…）か（現代日本の経済…）とか

いう本」を探すとき， カ ー ド日録では著者名順目録の（山田）と（山崎）の何枚ものカ ー ドを1

枚ずつ調べる必要がありました。 次期システムでは「｛（ヤマダ ％）または（ヤマザキ％）｝ かつ

｛（ニホ1/%) または（ゲンダイ％）｝」という論理式で瞬時に結果が出てきます。（％ 記号は， そ

れ以降の文字が不明であることを意味します）

2) 雑誌目次情報の提供

北大が所蔵する図書・雑誌などの書誌所在情報を即時に検索できるようになったのは電算

化以前 の状況に比べると大きな進歩でしたが， 雑誌は書誌情報（誌名）だけでは文献情報として

不十分です。 論文名， 執筆者名も必要です。 しかし個々の大学がこの種のデ ー タを独自に作成

するのは困雌ですし効率的でもありません。 アメリカではすでに図書館職員の共同作業による

雑誌目次の膨大なテ ー タベ ー スが作られておりどこからで心無料で検索でぎます。 たとえばコ

ロラド研究図書館連合の雑誌 日次のテ ー タベ ー ス(Uncover) は12,000誌 の 目次情 報 が 日々

4,000件近く累積され続けています。

日本でも学術情報センタ ー が中心となって全国の大学図書館の協力によって且次情報デ ー

タベ ー スを構築する事業が進められています。 当面は大学の紀要と学協会雑誌が対象となりま

す。 紀要については当該大学の図鷹館が作成します。 学協会誌については既に学協会の協力を

得て作成が進んでいるのもありますが， 図書館もいくつかの学協会誌を分担してデ ー タを作成

することになります。

次期ジステムではこれにいち早く対応して， 新着雑誌が届いた段階でデ ー タを作成し即時

に学術情報センタ ー ヘ送信する機能も加える予定です。このデータベ ー スは NACSIS-IRに登

載され海外にも提供されます。 任意入力項目ですが， 欧文タイトルや抄録の項目もありますの

で， 紀要類に著者によるこれらの項目が付されていることが望ましいと思います。

3) A&I (抄録・索引）情報の提供

北大では学内LAN (HINES )の敷設を契機に， MEDLINE, BIOSIS , Current Contents

(Life Science) の論文抄録デ ー タベ ー ス (A&I) を無料で24時間いつでも検索できるサ ー ビス

を開始しました 。 アメリカで大学図書館がA&Iサ ー ビスに取り組んだのは1980年代後半です

が， 日本の大学図書館で大規模LAN でのサ ー ビスを実施したのは北大が最初だと思います。

100ユ ー ザ ー で週平均3,900回とかなり利用されています。 それでも全構成員をもとに計算す
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ると一人当り週約0.1回であり，カリフォルニア大学の 25万人の全教官。学生が一人当たり週

2回利用しているのと比べるとかなりの差があります。これだけの開きが出るのは提供データ

ベースの数と利用環境に大きな差があるためです。

いかにアメリカの大学図書館でも全分野にわたって王要な商業データベースの無料検索を

図書館独自の予算で維持することはできません。高額なデータベースのライセンス契約および

提供• 利用設備のための費用は全学的措置でなされています。とりわけネットワークで提供す

るデータベースの価格は急激に上がっています。従来の「図書館の資料費」という概念ではと

ても対応できないと思います。

利用環境も数段すぐれています。図書館にもかなりの利用者用端末を用意するとともに，

図書館のどんな端末からでも利用でぎるような検索システムにしています。

現在の北大の A&Iマルチ検索システムでは，利用者が特定の端未機器を備える必要があ

ります。これを UNIXによるシステム構成に変更すれば，どんな端末からでもどこからでも，

また HINESに負荷をか汀すより高速で使いやすい検索サービスを提供できるようなります。

この方式の導入については新たな投資が必要となりますが，ぜひ実現したいと思います。

4) 外部データベースヘのアクセス

大学独自で作成するテータベース，学内システムに取り込む外部データベースの他に，大

学の外には膨大なデータベースがあります。これらのほとんどはコンピューターネットワーク

を介してキャンパス内から利用できます。これらの外部データベースを効率良く使う仕掛けと

して「Gopher」というソフトがあります。砂漠の地ネスミ (Gopher)がネットワーク上（例え

ば Internet)を走り回って世界中のデータベースホストヘの案内をしてくれます。

世界中のデータベースホストには有料なもの応ありますが無料て利用で含るものも多くあ

ります。しかし便利で無料と言っても「使い得」ではなく「お互い様」と考えて，われわれの

側からもデータを提供できるようにするべきだと思います。次期システムではこの Gopherサ

ーバーを備えて北大の情報も提供し，外部データベースヘの効率的アクセス，世界的規模での

ライプラリアンの共同作業の成果へのご案内もしたいと思います。

5) 全文データベース

利用者が最終的に必要なのは資料そのもの，あるいはそのフルテキストデークです。原典

そのものでなければならないこともありますが， コピーやデジクル化（電子的手法で取り扱え

るように， 0と1の情報に変換） したものの復元で良い場合も多いと思います。デジタル化し

た情報はコンピューターネットワークで入手できるという利点がありますし，ほぼ永久的に原

型のとおりに復元可能ですし，圧縮，変換，加工が自由です。

次期ジステムにおいては，新着雑誌の目次や本文をスキャナーで入力しビットマップで表

示する仕掛けを用意するつもりです。しかし，実際に運用するためには，入力機船，記録媒休，

入力業務量，著作権等の間題があり，本格的全文データベースのサービス提供は先のことにな

ると思います。

別のシステムになりますが，近い隠来図書館が提供を予定している全文データベースサー

ビスとしては「北方関係総合情報データベース」計画があります。

6) 北方資料データベース：マルチメディアと知識の変容

マルチメディアと言うとアカデミックな大学とは疎遠なパソコンの面白情報の感じがない

でもありませんが，マルチメディアの本質は，様々な媒体の情報を電子的手法で一元的にかつ

統合的に利用するということにあります。「様々な媒休」という点では図書館は「本」のほか
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にフィルム， 音楽レコー ド， 写真， CD-ROM など， すでに「マルチメディア」を所蔵してい

ます。 しかしこれらは， それぞれ別個の方法で利用されている場合が多いのが現状です。
一元的， 統合的利用とは， 様々な媒体の情報をデジタル情報に一元化し， 再び全ての情報

を統合して総体として享受するということです。

現在図書館では「北方関係総合情報テー タベース」計画を「概算要求」に 計 上し て い ま

す。 これは附属図書館北方資料室の様々な媒体の情報を統合的に利用できるようにしようとい

う計画です。 たとえば利用者が「（小樽），（大正），（商業）」と入力すれば， 当時の市街図， 写真，

統計， 旅行記， 音楽レコ ー ド， 小説， 研究報告などのすべての該当資料をリストアップしてく

れて， 高解像度のマルチウインドウ画面に地図や写真や資料を同時に表示させてそれぞれを自

由に一覧したり拡大したり， 場合によっては同時に当時のレコー ドなどを聴いたりできるよう

なシステムです。

「北方関係デー タベー ス」の意義は， まず， 様々な媒イ本に分割されてしまった知識をデジタ

ル処理を経て総合的な知識として編成するという意味があります。 これによって研究作業の効

率化に役立ち， 新たな研究上の1::: ントが生まれることが考えられます。 ワ ー プロが編集機能の

便利さから「思考の適具」と言われることに例えれば， マ ルチウインドウ ・ グラフイック機能

でマルチメディアを複眼的に駆使できるこの計画が実現すれば高機能ワ ー クステーションが新

しい「発想への触媒装置」と称されるようになると思います。

次に， このジステムは新しい知識の形式を例示するものとなります。 画像情報は平面的な

静止画（絵 ・ 写真）から平面的な動画（映画 ・ テレビ）さらに立体的な動画（コンピュ ー ター ク

ラフィック） へと情報の様態が進化しました。 カリフォルニア大学の医学図書館では人体の診

断や仮想解剖もできる3次元デー タベー スを作成しています。 これ は 言 わ ば 現代の「解体新

書」でありひとつの新しい知識の形式です。 この北方閃係総合情報デー ター ベー スが完成すれ

ば， 近年， 要素還元的 ・ 分析的な研究方法に加え， 関係把握， 総合化の方法も多く採られるよ

うになった人文社会科学の分野における知識の変容を象徴するものとなると思います。

このシステムはまた， いわゆるエキスパ ー トシステムとしてうってつけのものです。 たと

えば「大正時代の小樽の商業の様子を知りたい」と言う質問には， 様々な媒体の資料を熱知し

た人（エキスバー ト） しか対応で巻ません。 これらの資料を熟知するには10年を単位とした研

鑽が必要です。 しかしこのシステム， すべての情報をコンピュ ー ター に入れて自由な発想で取

り出せるシステムに向かえば， 何十年という資料研究に匹敵する成果を即座に手にすることが

でぎます。

さらに「北方関係資料」 ということで言えば， 北大ならではの特色あるコレクションのデ
ー クベースを学内・固内はもとより海外にも提供し， 北大の国際的貢献にも役立つという意味

心あります。

現在図書館では， 科学研究費の助成を受けて文字テー タを作成し， バ ソコンによるプロト

タイプを作成済みです。 この計画を迂成するにはサー バ ー 機に高性能のワ ー クステー ションを

備えるなど5000万円を超える費用が必要となり， 図書館独白の予算では困罰ですが，是非実現

したいと思います。

7) 学内情報

大学で必要とされる情報は， 学術情報に限りません。 研究活動情幸伎（たとえば研究協力諜

の「研究課題デー タベー ス」）， 研究活動支援， 教務情報（たとえば教務事務電算化による公開情

報） や， キャンパス生活情報（たとえば UCOOP デー タ）， 事務清報もあります。 事務情報はデ
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ータ内容の性質上，閉じた仮想ネットワークで運用されますが，それ以外の情報は構成員の必

要に応じて適宜利用できると便利です。電子的情報処理のレベルでのオープン化，利用協定な

どの問題もありますが，「学内情報のオープン利用」を具体的にイメージするための「総合情

報ターミナル（仮称）」の最初の画面を例示したいと思います。（文末図参照）

3. 目録作業：検索語

北大が受け入れた図書・雑誌の書誌・所在データの作成は，学術情報センターの全国図書

共同目録への登録作業と一体化して行われます。このことは現在でも同じですが，次期システ

ムでは北大蔵書データベースは現在の 1日遅れではなく，即時更新される予定です。北大では

学内外の協力を得て遡及入力が進み，全体の 60%以上の蔵書をオンラインで検索できます。

遡及入力は思わぬ資料の掘り起こしという効果もありますが，入力数が増えるにつれて未入力

のカード目録の方は探さなくなるという傾向が特に学生には生じて来ます。なるべく早い時期

に全ての蔵書をオンラインで検索できるようにするため，より一層の努力をしたいと思います。

北大蔵書データベースの検索キー（検索語，コード）は出来れば次のようにしたいと思っ

ています。

1) 漠字形でも検索できること。（読み方が多様の書名でも検索できる）

2) 長音，促音，表音記号を意識しなくとも検索できること。

（「データー」，「データー」，「データ」が同じ扱いになるなど，検索語の受付けが弾力的に

なります。）

3) ストップワード（検索語不採用）をなるべく少なくして，書名中の語句であれば何でも

検索できること。（「報告」や「Symposium」など心検索できる）

4) 件名からも検索できること。

（ただし，学術情報センターのデータに1牛名が付与されていないものありますので網羅的

な検索にならないこともあります。）

これらの「新機能」は次期システム導入後に作成したデータだけではなく，今までのデー

タの全てに適用出来て初めて意味があります。そのためにはデータベースの再構築が必須とな

りますが，現在の 60万件に及ぶ書誌データの膨大な検索語の変更処理には「検索語目動切り

出しソフト」が必要になります。このソフトは高額ですが，導入後の検索語付与の標準化， 目

録作業の効率化にも役立つので是非備えたいと思います。

現行の CLARK検索は「確定した書誌事項から所在情報を検索する」ということを第一の

目的にしています。分類記号を検索語とすることによって「王題から書誌・ 所在情報を検索す

る」ことも出来ますが，主題からの検索をより効果的に行うためには件名でも検索できること

が望ましいと思います。しかし件名を付与する作業を新たに行うのは非常に困難です。そこ

で，国会図書館やアメリカ議会図書館が付与し学術情報センター目録ファイルに転記されてい

る件名をそのまま利用することが考えられます。

次期システムでは学術情報センターの目録ファイルに基礎データとして入力されている書

誌についてだけは件名からも検索できるようにするつもりです。

4. システムの機器環境

次期システムはいわゆる高機能ワークステーション (WS)で構成する予定です。附属図書

館のWS(データベース・通信サーバー等のセンターシステム）と各部局図書室のwsがHINES
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で接続され，各図鸞室の ws を共有する形で図書業務用端末と利用者検索用端末が提供されま

す。 システム外からの図書館側に備える予定の検索サ ー バ，Gopherサ ー バなどへのアクセス

はHINESを利用することになります。 今のところ， 150万件に及ぶデ ー タベ ー スを ws で処

理しているシステムの例はないと思います。 端末の数は末定ですが， 安定稼働の確認後になん

らかの形で各図書室に ws が追加されることも有りえますし， システム外からの利用（情報検

索）も格段に増加すると思いますので， まず， たくましいセンタ ー システムを構築する必要が

あると思います。

5. 情報検索機器

次期システムでは情報提供モ ー ドを次の3つに分けて行うことを考えています。

1) 蔵書検索専用システム

来館者・来室者がもっともよく利用する蔵書検索を随時利用できるようにする。

2) 総合情報タ ー ミナルシステム

蔵書検索， 利用案内， 北大各種デ ー タベ ー スの検索， キャンバス情報， 学内情報系機関

へのアクセス。 図書館・室で総合的な情報サ ー ビスをじっくり利用できる。

3) 図書館情報サ ー ビスシステム

一般的なバソコンで研究室や自宅からも上記2)の多様な情報サ ー ビスや図 書 館へのメ
ー ル， リモ ー ト発注依頼， 自己予算執行状況検索を利用できる。

1) については， 次期システムのレンタル機器対象として図書館・室に備え付ける予定です。

2) については，主として図書館・図書室等が次期システムの情報サ ー ビスに対応して ws 等

を別個に備えて利用提供する場合を想定しています。 なお， この場合， ホスト側の負荷等

の関係で「 接続申請」を経てからということになると思います。

3) については， 研究室や自宅からもパソコン， 通信機能付きのワ ー プロで自由に情報サ ー ビ

スを利用していただく場合を想定しています。

6. 利用環境

検索はできれぼほぼ24時間提供して，研究室や自宅からでふ時差のある海外からも随時

情報サ ー ビスを利用できるようにしたいと思います。 しかし学生のほとんどは図書館・図鷹室

の端末を利用しなければなりません。 現在， 利用者用専用端末は全学でほぼ30台ありますが，

蔵書検索サ ー ビスだけに使われている現在でもデ ー タの増加に伴い端末数が不足気味です。

情報サ ー ビスの種類が増える次期システムにおいて利用者端末は， 図書館システム専用端

末というよりも全学情報タ ー ミナルという性格になると思います。 学内情報システムの一環と

しての次期ジステムの成否は， どれだけの数の利用者用端末を北大構成員に提供できるかにも

かかっていると思います。

ws にはGUI (Graphical User Interface)操作という特徴があります。 マウス（ねすみ型

の付属機器）をすべらせて画面の中の矢印（カ ー ソル）を処理内容の表示部分に重ねて か らマ

ウスのボタンを押して処理を実行させます。 この方式は分かり易く便利なこともありますが，

キ ー ボ ー ドの操作に慣れた人にとっては煩わしくもあります。 これに対して， 現行システムの

CUI (Character User Interfacc)操作では， すべての作業をキーボ ー ドだけで行えます。 キ ー

ボ ー ドも画面も見ないで， 資料だけを見ながら目録作業を進めることも可能です。 つまり一概

に「GUIだから便利」とは言えません。
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次期システムでは，蔵書検索専用画面ではマウス操作だけでもキーボード操作だけでも使

えるようにし，文字入力の多い図書業務処理部分ではキーボード操作を中心にしたいと思い

ます。

7。 文献要求と配送（ドキュメントデリバリ）

先に雑誌目次データベースの例として挙げた Uncoverでは，複写物の請求をクレジット

カード番号で受付けて， FAXで配送するサービスを行っています。

次期ジステムでは，研究室から複写物の申し込みが出来る仕掛けも備える予定ですが，実

際の運用では料金の決済手続きと資料配送の人手が間題となります。幸い北大には「学内便」

という物流システムも確立されています。 HINESのイメージデータ送受倍システムもありま

す。残るは課題は「決済処理」です。

国の機関である以上一定の制約があるのは当然ですが，国立大学の研究者でも必要な文献

をでぎるだけ早く入手したいという思いは同じです。せめて大学内だけでも，たとえば部局間

で前年実績に基づいた総額で決済するなどして文献配送の迅速化と事務の簡素化が図れないも

のでしょうか。ちなみに，ここ数年「決済」方法の改善とオンライン処理の導入がなされた結

果，北大から国立大学への文献複写依頼は増え，従来通りの決済方法である北大から海外機関

への依頼は減少しています。

8. 図書業務体制の見直し

全国図書共同目録ジステムの成功によって，個々の大学図書館は精度の高い目録データを

極めて効率的に蓄積でぎるようになりました。しかし依然として学内 20カ所近くで多くは他

の業務と兼務しながら個々に目録業務を行ってなっています。 目録作業は全学の 1, 2カ所で

集中して行うことにすれば，入カデータの標準化と業務の合理化を図ることができます。分類

記号の付与作業も，各部局の担当者が苦労するよりも学術情報センターファイルに付与されて

いる記号を利用すれば効率的に行えます。

一方，データベースの充実の結果，文献の利用要求が増加し続けていますがその担当要員

は増えていません。また， コンピューターネットワークの時代を迎えてシステム対応業務も増

えて来ます。図書業務体制を全学的に検討すべき時期だと思います。

業務体制の再編成と共に，業務そのものの見直しも考えられます。次期ンステムでは新た

に図書の会計管理業務のサブシステムも追加する予定です。発注時の重複調査や書誌データの

入力を簡単にできるようになりますし，研究室から電子メール方式での発注依頼や発注者の予

算残高確認も出来る仕掛けも付ける予定です。また，すでに完成している全学予算執行システ

ムヘのデータ入力に際してこれに対応した形式でのリストを出力し，正確・迅速に処理できる

ようにもなります。しかし図書室の会計処理の中で大きなウニイトを占めるのは，図書室で扱

う予算の執行済状況を適宣に把握することにまつわる仕事です，ところがこの扱い方が各部局

図書室で（教官等の要求により）まちまちです。かと言ってここに多くのコンピューター責源

を投入しても全体の効果はそれほど向上しません。

現在の業務体制を前提とした自動化に腐心するよりも，情報サービスに資源を投入すると

いう方向で業務を見直すことが必要になってぎていると思います。
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9. 教育支援環境
ある大規模国立大学の図書館に「大型計算機センタ ー 」や「清報処理教育センタ ー 」の端

末が置かれているのを見たことがあります。 ラウンジ部分に数台のワ ー クステ ー ションやプリ
ンタ ー ， 連絡用の電話が置かれ， 学生が計算課題のために自由に使っていました。 また別の私

立大学の図書館では1階のかなりの部分を「メディアル ー ム」としてCDやビデオなどととも
にネットワ ー ク環境で情報関連機器を自由に使えるようにしていました。 サンフランシスコの
ヘイズディング法律校はそう大きくありませんが図書館の閲覧室に隣接したグル ー プ学習室で

は判例デ ー タベ ー ス利用の演習が行われていました。 次期システムはこのような光景がわが北

大でもそう遠くない時期に見られることを期待をこめて想定しています。
大学には人の集まる場が必要です。 ネットワ ー ク上でのコミュニケ ー ションがいかに発逹

しても， 社会的雰囲気に欠ける仮想社会では生身の人間の交わりは経験で彦ません。 人間の生

物学的研究の「科学」上の成果が直線的に高度先端「技術」に転化し， 医療という「人間的行

為」に直結してやがて倫理の間題が起きたことが象徴しているように， 高度情報化時代の社会
人となる学生は情報処理技術と共に人間性豊かな素養を身につけることも求められていると思
います。 図書館にはこれに応える万巻の書も備えられています。 情報リテラシ ー の教育という
点に限っても， 図書館はあらゆるメディアの情報にアクセスでき， 学術情報の利用方法を習得

する格好の場でもあります。 ここに新しい様式の知識の世界が加わることによって，「グ ー テ
ンベルグ革命（活版印刷）」から「コンピュ ー タ ー 革命」を包括した21世紀のアカテミィアが
生まれると思います。

10. 全学情報システム

コンピュ ー タ ー がその高速計算機能に焦点があてられていた時代はコンピュ ー タ ー の利用

は自然科学系分野に留まっていました。 しかしデ ー タ処理能力に威力を発揮しはじめた現在，
人文社会科学分野にとっても重要です。特定の語句などを瞬間に検索できるCD-ROM版個人
全集など情報のデジタル化も進んでいます。 膨大な刊本形態の資料を有効に利用するためにも

電子的処方が必要です。
HINESの完成を機に北大でも「エレクトロニックキャンパス」が現実のもの と なって来

ました。 デジタル情報は電子機器によって処理され， これを利用するには機器の操作が必要で

す。 高度情報化へ対応するには高額な機器と高度の情報処理能力が求められます。 全学的な経
費の有効活用とシステム支援体制が是非と応必要です。

北大でも大学で必要とされる情報の全体像の把握， 情報サ ー ビスの内容， 機器の整備， 情

報処理支援体制の強化など， 個々の組織が個別の将来像を求めるのではなく， 大学全体として
の対応がなされるようになると思います。 アメリカでは既にこのような観点から学内の情報系

棧関の再編成・機能の融合がなされている大学が少なくありません。 日本のいくつかの大きな
公立• 私立大学でも行われています。 しかし， 国立大学では小規模な単科 大 学 の中に， 学内
LANの導入時に図書館も一体となって全学体制をとるという例が見られるだけです。

次期図書館電算機システムは， 北大にもやがて全学情報システムという考えが生起される

ことを想定し， 図書館もその重要な構成要素となることを志しています。
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北大総合情報ターミナル （概念図）

三

三 三

三 三
Be Ambitious 

上記第 1画面に 6つの情報サービスブロノクが案内され，いずれか一つをマウスで指示し
て選択すると以下のような情報サービスメニューが展開されます。項日番号を指定するとそれ
ぞれの情報サービスを利用で苔ます。操作は CUI,表示データは文字情報です。（図書館以外
の各ジステムをこのターミナルからアクセスできるよう，今後各横閃の了解を得たいと思い

ます。）

〔文献所在情報〕 〔学術清報〕

1. 北大蔵書検索（図書館） 1. Current Contents (図書館）

2. 国内所蔵検索（各図書館等） 2. Medline (図書館）

3. 海外所蔵検索（各図書館等） 3. BIOSIS (図書館）

4. 北方データベース（図書館）

〔研究・教育情報〕 5. 北大構築データベース

1. 北大研究課題データベース（事務局） 6. 外部データベース（国内）

2. 科学研究費等情報

3. 学会，研究会情報 〔計算機利用〕

4. カリキュラム情報（教務事務センター） 1. 大型計算機センター

5. 課題， レポート提出 2. 情報処理教育センクー

［キャンパス情報〕 （文書サービス〕

1. 学内広報 1. HINES 

2. 生活情報 2. 国内，海外ネットワーク

3. 新刊情幸伎 3. 自動翻訳（図書館）
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● 海外の図書館事情

韓国， シンガポ ー ル， マレ ー シアの図書館を見学して

附属図書館情報システム課目録清報掛長 山 口 國 雄

昨年10月末から2週間の日程で北大国際交流事業基金により，韓国，シンガポ ー ル， マ レ
ー シアの大学図書館， 国立図書館を見学する機会を与えられた。 初めての海外旅行で緊張に満

ちた旅立ちとなったが， 訪問先の各図書館で温かいもてなしをうけ， また， いろいろな方と出

会うことができ実り多い旅となった。

訪問した図書館は次の 5図書館である。

1. ソウル大学図書館（韓国）

2. 国立中央図書館（韓国）

3. シンガポ ー ル国立大学図書館（シンガポ ー ル）

4. シンガポール国立図書館（ジンガボ ー ル）

5. マ ラヤ大学図書館（マレ ー ジア）

欧米の図書館に比べるとアジア諸国の図書館事情については， これまで紹介される機会も

少なかったので， ここでは簡単な沿革も含めて以下に印象をまとめてみたい。

1. ソウル大学図書館(Seoul National University Library)

ソウル大学は旧京城帝国大学とソウル市内にあった 9 つの学校を合併し て1946年に創立

された韓国最初の国立大学である。 19 68年， 医学部， 農学部等を除く大部分の学部， 研究所が

市中心部から現在地の冠岳キャンパスに移転した。 大学図書館は中央図書館， 農学図書館， 医

学図書館， 法学図書館からなり， 蔵書数は160万冊。 中央図書館は4.3km2 あるという広大な

冠岳キャンバスのほぼ中央に位置し， 6階建，30,505m2 のフロアスペ ー スに4,000の閲覧席を

もつ韓国最大の大学図書館である。

図書館長の朴孝根先生は持参した北大図書館概要や北大図書館電算システム構成図を熱心

ー13 -



楡 蔭（北大図書館報）

に見てくださり，とりわけ当館が昨年からサービスを開始した CCoDマルチ検索システムに関

心を示しておられた。先生ご自身 CCoD:Agriculture, Biology & Environmental Sciences 

を利用されているとのことである。

韓国における大学図書館の電算化に関しては，韓国国公立大学図書館長協議会が 1991年

に「大学図書館学術情報電算網構築計画書」を発刊し，大学図書館学術情報資料の共有体翡りの

構築を提案している。この構想によると， ソウル大学図書館が大学図書館学術電算網の中央七

ンターとなり，全国に 9つの地域センターを設置して，この地域センターを中心にして大学図

書館学術情報電算網を構築するという計画である。この計画の進捗状況等を聞きたいと期待し

ていたのであるが，私が訪間した時はあいにく電算担当者が全員打ち合わせ中とのことで具体

的な話を聞くことができなかった。ソウル大学図書館の電算化については，洋書目録が OPAC

で提供されていることなど部分的には稼働しているが全体としてはこれからのようである。

この図鸞館では一般参考図書を配架してある参考閲覧室とは別に情報管理室が設けられて

いる。情報管理室は文献検索を専門に行うところで，索引・抄録誌が置かれているが，各種

CD-ROMの導入により最近は専ら CD-ROMが使われているとのことだった。実際私が見学

している間その部屋に設置されている 5台の CD-ROM用端末は全部利用されていた。また，

UnCoverも利用しており，文献の検索はもとより文献コピーの迅速な入手に努めているとの

ことだった。

6階には旧京城帝国大学時代の蔵書が整然と保管されており，今も利用されているとのこ

とである。館内はどの閲覧室も利用者で一杯だった。

2. 韓国国立中央図書館 (NationalCentral Library) 

国立中央図書館は 1923年に設置された旧朝鮮総督府図書誼を第2次大戦後引き継ぎ， 1945

年国立図書館となり，開館された。 1963年韓国図書館法の制定とともに国立中央図書館と改称

し，その後1988年現在地に新築，オープンした。

組織・機構は，館長の下に 2部， 7課， 1室， 1分館で構成され，職員数236名，蔵冑は

200万冊である。 まだ真新しい感じのする建物は，地下に書庫をもち， 1階はレファレンスル

ーム，貸出カウンター，そしてカード目録と蔵書検索用端末がずらりと並んでいる。 2階は閲

覧室， 3-4 階は開架閲覧室と雑誌•新聞， 5階は学位論文，視聴覚室， 6階は事務スペース，

7階は個人文庫，系譜資料室，貴重室となっている。 5階の視聴覚室にはビデオ， CDなど各

種メデイア機器が設置されており，私が見学したとき映画が上映されていて大勢の人が見入っ

ていた。ソウル大学図書館もこの図書館心ビテオ， CD等の視聴覚資料はかなり充実しており

よく利用されているようだ。 7階の個人文庫は，学者・篤志家から寄贈された蔵書を旧蔵者毎

に分けて保管・展示しているコーナーで，旧蔵者の肖像写真と経歴が入り口に掲げられてい

る。このコーナーと隣接する系譜資料室では族譜を集中管理している。国立中央図書館は国内

族譜の最大の所蔵館であり，地域と名前を言えば即座に関係資料を提供できるよう整理されて

いるとのことである。

国立中央図書館では 1976年から図書館電算システムの開発に着手し，既に収書，日録，蔵

書検索，雑誌管理，貸出管理等全業務を行う館内トータルシステム "CENTLAS"を稼働させ

ており， 1982年以降受入れの資料約50万冊がデータベース化され， OPACで提供されている。

1992年からは DACOM,HITELのネットサービスを通して自宅やオフィスからでも蔵書検索

ができるようになった。

一方， 1992年より 5カ年計画で「図書館情報電算網」 (KOLIS-NET:Korean Library Inf 
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ormation System Network)計画が推進されている。 この計画は，韓国政府が進める 「国家基

幹電算網基本計画」下の 「教育研究電算網」の中の 1 つで，国立中央図書館を中心として文献

情報処理の標準化と図書館業務の電算化を行い，これをもとにして全国の図書館をネットワ ー

クで結ぶ計画である。 この構想では，国立中央図書館の下に19の地域センタ ー を置き，さらに

その下に全国の 350図書館が結ばれてネットワ ー クを形成することになる。 現在既に4地区セ

ンタ ー が接続しているとのことである。

3. シンガポール国立大学図書館(National University of Singapore Library)

シンガボ ー ル国立大学は 1 980年シンガポ ー ル大学(University of Singapore)と南洋大学

(Nanyang University)とが合併して創立された。 シンガポ ー ル大学の起源は2つの高等教 育

機関，1 905年創立の医学専門学校（のちにエドワ ー ド7批医学 専 門学 校 (King Edward VII 

College of Medicine)と改称）と 1 929年に 開校したラッフルズ学院(Raffies College)に遡る。

第2次大戦後マ ラヤ連邦が成立し， 1 949年この両学校を合併してマ ラヤ大学が創設されたが，

1 959年シンガポ ー ル校とクアラルンプル校に 分かれ，1 962年シンガポ ー ルのマ レ ー ジアから

の分離独立に伴いシンガポ ー ル大学となった。 一方中国系の子弟を教育する大学として， 1 953

年南洋大学が発足した。 その後さまぎまな曲折ののちシンガポ ー ル大学と南洋大学が合併する

ことになり，1980年両大学は合併してシンガポ ー ル国立大学となった。

大学図書館は中央図書館，医学図書館，法学図書館，自然科学図書館，中文図書館，Hon

Sui Sen記念図書館の 6 図書館で構成されており，蔵書数は 1 80万冊である。 図書館長のJill

Quah氏は何度か来日されたことがあるとのことで，「日本は大好きな国です」とおっしゃって

くださった。 日本や韓国では大学図冑館長は教官がなるのが一般的だが，シンガボ ー ル， マ レ
ー シアでは図書館専門職の方が館長になられる。

図書館入口を入ると左手にインフォ ー メ ー ション ・ テスク，右手に貸出カウンタ ー がある。

インフォ ー メ ー ション ・ デスクを通り過ぎるとレファレンス ・ ル ームになっている。 ここには
一般参考図書の他に地域資料としてシンガポ ー ル ・ マ レ ー シアコレクションがある。 このコレ

クションは，シンガボ ー ル， マ レ ー シア， プルネイおよびASEAN諸国に関する資 料を網羅

的に収集しているもので，現在約5万冊とのこと。 図書ばかりでなく同地域に関する新聞記事

の切り抜き，バ ンフレット類の収集も行っている。 また，情報検索サ ー ビスとしては，PERIN D

（自館で作成しているシンガボ ー ル， マ レ ー シア フル不イおよびASEAN諸国関係の雑誌記

事デ ー タベ ー ス）サ ー チサ ー ビス，DIALOG等の悔外デ ー タベ ー ス検索を行うLOIS (Library 

Online Information Search)サ ー ビス，全部で70タイトルあるというCD-ROM による 情報

検索サ ー ビス（このうちの数タイトルはキャンバスネットワ ー クNUSNETを通して研究室か

らもアクセスで送るとのこと）を行っている。

貸出部門のスタッフは28人（専門職2, 事務職員 6 , その他20人）おり， 開館時間8: 00-

22: 00 (月～土曜日），9: 30-1 6: 30 (日曜日）にあわせて 1日4交代制をとっている。 「職員数が

多くて羨ましい」と言うと，そちらはどのようにしているか尋ねられたので，夜間開館につい

ては職員が交替で行っていること， 超過勤務手当が支給されることを説明すると「超勤手当を

もらえる方が羨ましい」 と言い返された。 相互貸借については， マ レ ー シアヘの貸出が多いこ

と， 借りるときはオ ー ストラリアから借りる場合が多いとのことである。

電算化に関しては， 図書 館システムが完成， 稼働し て い る。 蔵 書 検 索システムLINC

(Library Integrated Catalogue)端末は利用者用として中央図書館だけでも各階に合計25台

設置されており，また，キャンバ スネットワ ー クNUSNETを通して学内のどこからでも検索
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できるようになっている。 この検索 ジステムでは， 発注中， 整理中の図書も検索することがで

きる。 また， 検索した図書が貸出中とか， 禁帯出図書とかも表示され， 貸出中の図書に対して

は利用者端末から予約するができるし， 貸出期限の更新もできるようになっている。 日録シス

テムとしては， 後述する SIL A S に加入しており， SIL ASから書誌デ ータを取り込んで目録デ
ータベースを形成している。

6階にある日本語資料部(JapaneseResources Department)は， 198 1年に人文社会学部

に日本研究科が設立されたとき設置された。 現在， スタッフ5名（兼任， パートを含む）， 蔵書

数約 25,000冊， 雑誌 170種 叉 日本語新聞 2種を受入れている。 目録は現在のところカ ー ド目録

を作成しているが， 1994年より中国語， 日本語資料の機械入力を行う計画で準備を進め ている

とのこと。 設立以来， 国際交流基金(Japan Foundation)の援助で資料を充実さ せてきたが，

日本語図書は高いので予算的には苦しいと部門主任は話していた。

3階の 一角に パソコンが 30台程並んだComputer-basedL earning Roomがある。 ここに

ある パソコンは大学の計算機センターが提供しているもので， 図書館は場所を提供しているだ

けとのことだが， 学生はここで自由にネットワ ークアクセスやアプリケ ーションソフトを利用

で含る。 今は休みに入っていて図奮館の利用者は普段より少ないとの説明であったが， この部

屋の パソコンはすべて学生によって埋めつくされていた。

4. シンガポール国立図書館(National L ibrary)

｀ンソガポ ール国立図 鸞館 の歴史は， 1823年ラッフルズが 設立したシンガボ ール研究所

(Singapore I nstitution)に附設された図鸞館にはじまる。 その後 1844年にシンガポ ール図書

館となり， 第 2 次大戦中の日本占領時代には閉鎖さ れ た が， 戦後の 1957年ラッフルズ国立図

書館法が成立， 1958年国立図書館となり， 活動を開始した。 この図書館の特徴は国立図鷹館と

公共 図書館の機能をあわせもつ点にあるという。 現在， 中央館と8つの分館 からなり， 職員数

40 2名， 蔵書数 300万冊， 言語別にみると英語6 2%, 中国語24%, マレー 語10%, タミ ール語
3%の割合となる。

国立図書館の電算システムはNA LINET (National L ibrary Network)と呼ばれ， 8つの

分館すべてを結んでいるトータルシステムである。 また， 私が訪ねた日の丁度1週間前から運

用を開始したというNL ine(National L ibrary L ine)サー ビスがある。 これは自宅やオフィス

からパソコンを使って国立図書館の蔵書検索や貸出中の図冑の予約， 図書館案内を見ることが

で彦るシステムである。 現在， 開発・導入を計画しているコンピュ ータ・サー ビスとして， 中

国語資料の機械 入力， 貸出· 返却手続の自動化（セルフ サー ビス）， 全自動出納書庫の導入，

Full textサー ビス等を検討しており， 実現していきたいとのことである。

国立図書館の機能として， 全国書誌 S ingaporeNational Bibliography ( SNB), 雑誌記事

索引 S ingaporePeriodicals I ndex ( SPI )等を発行しているが， 同時に書誌ユ ーティリティ機

能をもっSILAS (Singapore Integrated L ibrary Automation S ervice)の維持・管理に中心

的役割を果たしている。 SILAS は書誌情報に関して わが国のNACSIS と同様， US , UK, 

ANB, その他のMARCをもち， 共同分担目録により総合目録テータベースを形成している。

現在， 国立図書館， ジンガポ ール国立大学図書館等45 館が参加しており， 図鸞 165万冊， 非図

書資料(MF, 視聴覚資料等） 10万 点が登録されている。

5. マラヤ大学図書館(University of Malaya L ibrary)

マラヤ大学はシンガポ ールに 1949年に設置された大学のクアラルンプル分校として 1959
年に設置され， 196 2年に至ってシンガポ ール大学と分離独立した。
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大学図書誼は， 本館と法学図書館， 医学図畠館等の 10 分館からなり， 職員数 280 名， 蔵

畠数 110 万冊である。 1982 年より図書業務の電算化を推進してきた。現在の蔵書検索システム

は 1992 年から運用を開始しており， 英語， マ レ ー 語， アラビア語， タミ ー ル語資料が 入力さ

れている。 全蔵書 110 万冊の 70% が既に入力され， オンライン検索が可能になっている。 利

用者用 OPAC 端末は全学で 50 台配置されているという。 中国語， 日本語資料については未入

カで現在もカ ー ド目録を維持しているとのことである。 また， 言語， 資料の主題分野によって

さまざまな分類表を使用している。 英語， マ レ ー 語， アラビア語図書は LC 分類， 日本語， 中

国語図書は Harvard-Yenching 分類， タミ ー ル語図書は Bliss 書誌分類，医学図薯館では NLM

分類といろいろな分類表を採用している。

1976 年に設けられた国民資料部 (National Collection Division) では， マレ ーシアに関す

る資料（何語でもどんな形態でも）およびマレ ー 語， インドネシア語で書かれた資料を網羅的

に収集している。 この他， 非ロ ーマ 字資料である中国， 日本， 韓国語資料を扱う東アジア資料

部 (East Asian Collection Division), タミ ー ル， サンスクリット語 等 を 扱うインド資料 部

(Indian Studies Collection Division) 心設けらており， それぞれ専任スタッ フが配属されて

いる。 これら非ロ ーマ 字資料はアラビア語資料とともに別置されている。

今回私が訪問した図書館はいずれもその国を代表する大図書館ばかりであったが， 各図書

舘とも電子機器の導入やコンピュ ー タネソトワ ー クを活用して積極的な情報サ ー ビスを展開し

ており， 活気に溢れた図書館活動をしていることを強く感じた。 また， 図書館に女性職員が多

いことはどこの国でも共通しているが， シンガボ ー ル， マ レ ーシアの図書館では図書館長をは

じめ各部門の責任者の多くを女性が占めており， 自信に満ちた活躍ぶりが印象的であった。

これらの図鸞館は， 日本の図書館も含めてまだまだ発展途上の段階にあり， また， その発

展段階は必ずしも一様ではないが， それぞれ与えられた条件の中で新しい技術を導入し， ある

いは開発し， 図書館サ ー ビスの向上に努めている姿が強く印象に残った。

最後になりましたが， 今回の訪問を受け入れ親切に応対して下さった図書館の皆さまに深

く感謝申し上げます。 また， この旅行にあたって学内の多くの方々にお世話になりました。 心

よりお礼を申し上げます。

カナダの図書館を訪問して

附属図書館情報サ ー ビス課資料サ ー ビス掛 佐： 藤． 仕: 理． 子

乎成 5 年の 10 月末から 11 月初にかけて， 本学国際交流基金の事業の一環として， カナダ

の図書館を見学する機会に恵ま れた。 「カナダ」と言えば， カナディアン ・ ロッキ ーとスモ ー

クサ ー モン， といったくらいのイメ ー ジして持っていなかった私が， なんて無謀な， とわがこ

とながら冷汗ものである。 幸い， 周囲の皆様方， また， 旅程についてからは訪間先の皆様方の

ご厚意により， つつがなく旅を終えることができた。 なお， 訪問先は

·Asian Library, University of British Columbia (バンク ー バ ー）

·University of Toronto Library (トロント）

·Library of University of Prince Edward Island (シャ ーロックタウン）

の3館である。
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以下は，その際のちょっとした印象

記とでも言うべきものである。

アジア図書館（プリティッシュ・

コロンビア大学）

University of British Columbiaは，

カナダ有数の総合大学である。構内にあ

る人類学博物館は観光名所にもなってい

る。今回は，同大学にある胞設， Asian

Centre内の AsianLibraryを訪問した。

この図書館は，建物自体がユニーク

な形をしている。一見すると，とても図

書館には見えない（大阪万t専の際，サン

ヨー館として使われた建物であるとのこ

と）。しかしフロアに一歩足を踏みいれる

と図書やカードボックスがぎっしりなら

んでいる。

ここは，その名の通り，各種アジア

系言語で書かれた資料を収集している図

書館であり，その規模としてはカナダ最

大のものであるという。私は主として日本語の資料を所蔵してある辺りを見せていただいたが，

他にも中国語，韓国語，インド系言語……と各種アジア言語の資料が網羅されている。

この図書館でも機械化は着実にすすんでおり， 1992年には目録業務が全面オンライン化さ

れたとのこと。ひとつ，非常に印象的だったのは漠字を機械に入力するための，特殊なキーボ

ードである。キーの上に漠字（の部首）がずらりとならんだボードには，「漠字って，記号の組

み合わせなんだ」と改めて気づかされた。

館内には，さすがにアジア系人種（と，私には見受けられた。）の利用者が多い。聞けば，

ここは市民にも公開されているそうであるし，階下には茶室等設備があるとのこと。さらに隣

接して北大にも縁の深い，新渡戸稲造記念の日本庭図があったりもする。「アジアセンター」

の名の通り，ここは一大文化施設として機能しているようであった。

トロント大学図書館

トロントは言うまでもなくカナダ東部最大の都市であり，文化活動の面からみても中核

をなしているように見受けられる。このトロントでも随一の大学であるトロント大学を訪問

した。

構内は予想以上に大きく， 目指す図書館にたどりつくまで何回も人に道を訪ねる始末。や

っとたどりついた図書館がこれまた巨大で，その建物の大きさに文字どおり息を飲んだ。

ここの図書館は大きく三つのブロックに分かれている。中核をなすのが中央図書館の役割

を担っている RobertsLibrary, 貴重図書館である ThomasFisher Rare Book Library, そし

て（ここに私は感動したのだが），上記の二つの図書館に隣接して LibraryScienceの学部の建

物が設置されているのだ！

とにかくこの図書館ではその規模に圧倒され通しであった。今回訪間した中央図書館だけ

でも蔵書は 250万冊余，全学ではなんと 700万冊（！）にものほるという。もちろんそれのみ
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ならず， ずらりとならんだ書架や目録のカ ー ドボックス， 貸し出しカウソタ ー に列を作る利用
者，studentstuffを合めれば400人になるという闊員の方々の数の多さ， すすん だ機械化，
とりわけその遡及率の高さ等， なにかと刺激的であった。

プリンス・エドワ ー ド島大学図書館
Prince Edward Islandは人口12万余の小さな島であり，なおかつ島それ自体でカナダの一

州をなしている。ここでは，この島にある唯一の総合大学であるUniversity of Prince Edward 
Islandの附属図書館を訪問した。

図書館自体は大学の歴史がまだ浅い(1969年創立）こともあり， 小規模といえる。 しかし
この図書館では図書館の利用者および職員にとってのアメニティについて学ぶべぎ点があった
と思う。 これは今回の訪問先の図書館全部について言えることでもあるが，「図鸞館」という
場所が， たいへん心地よいのである。 採光や空調など， 旅設の点からはもちろんである。 さら
に， 喫煙室や談話室， 休憩室等の充実や， 付随して売店や食堂がある図書館など， 興味が尽ぎ
ないところである。 ところで， 北大の図書館は， 利用者にとり， どのような場所なのであろう
か。 願わくば，「心地よい」場所であってくれるとよいのだが。

以上， 今回訪問した各大学図書舘の印象を巫け足で述べて来た。 上記のほかにも， おそる
おそるといった感じでのぞいた各地の公共図書館， 館員の方の対応が実に鮮やかで目を見張っ
たトロ ン トのBoys & Girls House等， 印象に残る場所は多い。 なにより， 海外で働くたくさ
んの図書誼員の方々にお会いできたことは， 最大の収穫である。 図書館員としての自覚と誇り
を持って働いていらっしゃる姿には， たいへん啓蒙を受けた。 簡単ながら， この場を借りてお
礼を申し上げたい。

最後に，今回の渡航にあたり， 様々な形でご尽力いただいた北海道大学の方々， とりわけ
附属図書館の皆様に心よりお礼を申し上げて， つたない報告の最後としたい。 ほんとうにあり
がとうございました。

· 研修 ・ 講習会などから

「平成5年度第1回総合目録デー タベ ー ス実務研修」に参加して

附属図書餡情報システム課目録情報掛 岸 本 志

本研修は， 平成5年9月27日から10月22日までの4週間， 学術情報センタ ー で行われ
ました。 この研修は， セン タ ー 接続館における目録業務担当者の指導的人材および地域日録講
習会の講師を養成することを目的としております。

研修内容としては， 第1週目はセン タ ー 教職員による講義および旋設見学など， 第2週目
は目緑情報基準の I·II の講義要網作成演習および実地見学など， 第 3週目は第 4 週目に行わ
れるセン タ ー の地域目録講沓会の企画， 準備， 予行演習， 第4週目が講習会講師および補助と
なっていました。

今までもそうだったのですが， 今年度は特に “講師養成” に力を入れた内容になっており，
前年度まで一番辛かったといわれている第1週目の課題レボ ー トはなく， 終始講習会の講義要
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領作成や発表の回数が多い研修になりました。つまり，講義要領を作成し，皆の前で発表する

ということが今年度の研修で一番の重要課題でした。しかも，前年度まで研修に使われていた

部屋は先生方の部屋になってしまったため，今年度の研修用の部屋はとても狭く，前年度まで

16名だった研修生が今年度は 12名に減り， ほとんどの人が発表できるようなカリキュラムに

なっていました。ちなみに今年度からおまけ付きで，首都圏にいて今年度からこの研修を受け

た人はこの 2,3年の間に必ず1回，センターの地域目録講習会で講師をやってもらうそうで

す。私はこの話を聞いてちょっと残念でした。

研修中で一番心に残ったことは，第 3週目の予行演習でした。私は，第4週目の実習，図

書登録実習 2(麟誌階層のあるものの登録）の講師が当たっていたので，予行演習をしなければ

なりませんでした。仕事でいつもしていることを話すのですが，たとえ理解していることで

も，相手にわかりやすいように話をするということは大変難しいものでした。まして，予行狐

習の時，聴衆の中には研修生ばかりではなく，やさしい顔をしたセンターの人が何人もいるの

です。さすがに私も予行演習の 3日前から毎晩夜遅くまで何回も何回も練習しました。その甲

斐があったのか大したことは言われずにすみましたが，中には厳しいことを言われていた人も

いました。本番の実習の時は，予行練習をしていたせいもあり，あまり緊張することもなく無

事終わることができました。ちなみに，講習会の受講生はほとんどが私立大学の方ばかりで，

国立大学の方は一人もいませんでした。

終わってみると，東京に行くときの不安や緊張は全くどこかに消え，とても楽しく，一日

一日がとても充実した短い 1カ月間でした。そして，研修人数の少なかったせいか，それとも

同じ修羅場をくぐったせいか，全国各地から集まった研修生とも仲良くなり，お話しをする機

会ができました。何人かはもう何回も電話やFAXで書誌調整を行っております。ぜひ，この

研修の体験を生かすために，日常業務はもちろん，来年度北大で行われる地域目録講習会には，

先頭をきって教壇に立ちたいと思っています。

最後に， このような有意義な研修の機会を与えてくださった職場の上司，同僚の方々，ま

た，研修中大変お世話になりました学術情報センターの皆様に紙上をお借りしてお礼申し上げ

ます。

◆ お知らせ

0 最近の電子ボードから一蔵書検索システムに関する利用者からの要望・質問とその回答ー

すでに利用されている方もいらっしゃると思いますが，附属図書館ではHINESに図書館

一般に関する情報を交換するオープンフォーラム£.librarianを開設しており， 自分の名前を

グループに登録すればどなたでも書き込みができます。£.librarianでは，図書館員による図冑

館関係の論文の紹介などのほか，図書館サービスに関する利用者からの質間・意見などが掲載

されたりします。その中からいくつかを整理してご紹介したいと思います。

① 検索語入力にローマ字変換を使いたい。

（利用者） 数年前になりますが，一度教養分館で（蔵書検索システムを）使わせて頂きまし

た。正直にいって，ふだん英文のキーでタイプをしている自分には， 1文字 1文字キー

を探しながらの検索で， 1度で懲りて，以来，遠ざかってしまいました。ローマ字入力，

あるいはローマ字漠字変換などが検索時に選択できると便利だと思うのですが。
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（図書館員A) 検索語を入力するときロ ー マ字かな変換を使えるようにという声はかなり あ

ります。 次の図書館システム（平成7年4月導入予定）では， ロ ー マ字による「かな漠

字変換」を使っての検索語入力ができるようになると思います（漠字による検索も可能

になりそうです）。 ただし， 入カモ ー ドを変えるための操作が一 つ加わる こ と に な り

ます。

② 所在箇所（研究室名など）で検索したい。

（利用者） 検索項目で， 所在箇所を検索キ ー にできると良いのですが。 できれば前方一致検

索が可能なかたちで。

（図書館員B) ご要望の意図は， 検索結果の集合を「自分の学部の分」等にしぼりた い時に

必要ということかと思います。 たしかにこの「限定機能」は必要だと思いますので， 次

期ジステムでは実現したいと思います。 なお， 現在（これからも）所在箇所を利用者用

蔵書検索の 1 次キ ー として 提 供 し て いない理由は， OPAC (Online Public Access 

Catalog) では， 「この本がどこに（研究室名を含む）に在るか」という情報の 提 供は必

要ですが， 「．．．研究室にどんな本が在るかJという検索機能は提供しない方が良いと考

えたためだと思います。

（利用者）「．．．研究室にどんな本が在るか」という検索機能は提供しない方が良いと考え た

理由の想像はつくのですが， あまり納得でぎません。 ここは国立大学， 税金で運営して

いるところなのですから， 情報はでぎるだけ公開すべきだと思うのですが。

（図書館員C) 国立大学として購入した資料の情報を公開すべきであることは当然のことで，

北大にどんな資料があるか， またその資料がどこにあるかということは， 現在のシステ

ムで検索でぎるよりになっています。 ただ， 「ある研究室が（ある研究者が）どの様な資

料を選定・収集しているか」という 情 報 は， 「ある人がどんな本を読んでいるか」とい

う情報と同じく一種プライベ ー トな側面ももっており， 図書館として利用者に公開する

ベぎではないと思います。

® 雑誌に心分類記号をつけて欲しい。

（利用者） 雑誌には分類記号の設定はで含ませんか。

（図書館員D) 現在図書館で書籍に分類番号を付けている第一の意義は，「書籍を書架に一元

的に並べる」ためです。 種類が非常に多く， 一冊一冊が独自の価値を持つものであると

いうのが書籍の資料としての特徴ですから， 大量の図書を整理し， 利用するための一つ

の方法として， 書籍のおおよその「主題」を記号化し， その記号で一元的に書架になら

べています。
一方， 雑誌の種類は書籍に比較すると多くない（北大では書籍は数百万単位， 雑誌の

タイトル数は数万単位）ため， タイトルのアルファベット順なりでの整理• 利用が可能

な範囲内にあります。 また雑誌の場合， 独特の価値を持つのは， 雑誌に収録されている

「論文」の箪位であることが普通なので， タイトルごとに「主題」を記号化することは

難しく， あまり意味を持たないのではないかと思います。
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0 コンピューター。ウイルスと著作権について

HINES利用委員会が発行している「HINESWorld」No.23に標記のことについて注意

を促す記事が掲載されました。

図書館，図書室等にもパソコンが普及し我々にもコンピューターが身近なものになって来

ました。 また， HINESの本格稼働以来コンピューターネットワークを利用する機会が増えて

きました。今後とも充分留意すべきこととして， HINES利用委員会の承諾を得て全文を転載

させていただきました。

コンピュータ・ウイルスと著作権に関するこ注意とお願い

HINES利用専門委員会

1. はじめに

HINESの利用は， 1990年4月に第1年次システムの運用を開始して以来， 3年半を経過

しました。今では，接続端末数2,625台，利用登録者1,942名にも上り，北海道大学の基盤設

備として大きな役割を果してぎています。 また， HINESは，学術情報ネットワークと接続さ

れ，全国の大学や外国の大学等とも毎日情報の交換がなされています。

このようにネットワークが大きくなると， コンピュータ・ウイルス（以下， ウイルスとい

う。）やコソビュータ・プログラム著作権（以下，著作権という。）に注意を払わなげればならな

くなります。ウイ Jレスと著作権，ともにプログラムの不注意なコピーが問題を起こします。

HINES利用専門委員会では，健全なネットワークの利用を維持するために， ウイルスと

著作権について一文を載せ，あらためて注意を喚起することにしました。

2. コンピュータ・ウイルス

日本におけるウイルスの被害状況ほ，情報処理振興事業協会（略称IPA)が毎月全国から

寄せられる被害届を公表しています。 IPAは， 1990年4月からウイルス被害の調査を行って

ぎましたが，最近被害が急増しているところから利用者への注意を呼びかけています。

IPAへの 8月の届出件数は，表にみるように調査開始以来初めて 100件を超え 120件とな

りました。特に， 5月からは侮月記録を更新しており，今年の半年間で既に昨年の年間件数

253件を超え 269件に達しています。しかし， IPAの届出件数は，報告すると会社の不名誉に

なるからと届出なかったり，届出ることすら知らない利用者がいるなど，実際の被害はこの 10

倍以上にもなっているといわれています。

届出内容をみると，ウイルスはフロッピーディスクを通じて感染するケースが大半を占め

ていますが，最近ではバソコン通信やLANを経由した感染も報告されているとの事です。

表 ウイルス被害の IPA届出件数

年 月 届出件数 年 月 届出件数

1991年 57件 1993年4月 32件
1992年 253 5月 49 
1993年1月 23 6月 83 

2月 43 7月 97 

3月 39 8月 120 
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ウイルスは， 1970年代にアメリカで発見され，パ ソコンの普及とともに急激に蔓延しまし

た。 日本には， 1980年代にウイルスに汚染された フロッピー ディスクをアメリカか ら持 ち込

んだのが始まりとい わ れ て い ま す が，最近では日本生まれのウイルスも何種か発見されてい

ます。

ウイルスは�， 特定の日時になると音楽を奏でるだけの「良性ウイルス」からディスクやメ

モリ ー を破壊する「悪性ウイルス」まで， 世界で 1,700種(1993年3月25日， 4月23日，日

本経済新聞）ともいわれています。 日本では，これまで60種ほどが発見されています。 特に，

ハ ー ドディスクが汚染されると，ディスクの内容を全部捨て最初からインスト ー ル仕直さなけ

ればならず大きな被害を受けます。

日本では，後に述べる著作権保護の意識の低さもあり， フロ ッピー ディスクを用いてソフ

トを勝手にコピー する利用者が多く，ウイルスの被害は拡大する一方ですが，IPAでは出処不

明のソフトを使わないように呼びかけています。

ウイルスを検出しシステムの破壊を未然に防ぐには，通常の病気と同じようにワクチンと

呼ばれるチェックプロ グラムもありますが，不用意なソ フトのコピー や フ ァイルのダウンロ ー

ドを行わないようにする必要があります。 また，不幸にして自分のシステムヘの感染を発見し

たなら，すぐにネットワ ー ク接続用のコ ー ドを外し，他のシステムヘの感染経路を切り離す必

要があります。 そして，ただちに大型計算機センタ ー ヘ連絡されるようお願いします。

3. コンピュ ー タ・プログラム著作権

著作権については，HINES world No. 12 (1991年10月発行）に西井豊氏に よ る「無料

ソフトアラカルト」が掲載されていますが，最近HINES上で意見交換されている事もあり再

度整理してみます。

今日流通しているソ フトウニアには，商品として通常の流通経路を通して市販されている

もののほかに，PDS(バブリック ・ ドメイン ・ ソ フトウニア）， フリ ー ウエア，シェアウエアな

どがあります。 このうちPDSは元来著作権が放棄されており， どのような形でも自由に使え

るもののことを言いますが，日本では著作権法および著作隣接権法の規定により著作権は発表

と同時に発生し，著者自身でも放棄できないことになっているそうです。 このため日本には厳

密な意味でのPDSは無いことになります。 要するに基本的には，コンピュ ー タ ・ プログラム

には著作権が設定されているというのが日本の状況です。 もちろん，市阪のソ フトをコピー し

て使用する事は自己のバックアップ以外には認められていません。 またシェアウエアは，試用

はともかく実際に使おうという場合は作成者に連絡を取り，決められた料金を支払う事になっ

ておりル ー ルは明確です。

これに対して， フリ ー ウエアは著作権が保持されてはいるものの， 使用は自由（無料）で

あるソ フトウエアを言います。 これらの中のどれに属するかに拘わらず，著作者の著作権に対

する考えを十分に尊重して利用することが，利用者のモラルとして求められている訳です。 当

委員会としては，この種のソ フトは著作者が転載可とコメソトしているならば，利用させても

らうのは差し支えないと考えます。 勿論，このようなソフトを自分のモノと称して，他に譲渡

したり改造して発表することぱ許されないことです。

いずれにして出著作権間頴ぱ，最終的には個々人の良識に負うところであり，HINESの

利用に当たって充分注意を払う必要があると思われます。 著作権の適切な保護が近年ますます

重要になってぎた事から，このたび文化庁も各大学に通知文書を出しコンピュ ー タ ・ プログラ

ムの適正な管理をお願いしているところです。（参考資料参照）
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4。 おわりに

ネットワークの最大のメリットは，多くの人達と何時でも自由に情報交換ができるところ

にあります。しかし，利用者のひとりひとりがこのネットワークの健全な発展のために努力し

て下さる事が必要だと思います。

最後にカラー複写機の利用についてですが，昨年来カラー複写機による偽造 1万円札の事
件が発生し大々的に報道された事は記憶に新しいところです。紙幣はコピーすること自体が法

律で禁止されていますのでこれについても充分な注意をお願いします。

〔参考資料〕

平成5年9月7日

文化庁次長

大学等におけるコンピュータ・プログラムに係る著作権保護について（通知）

1. コンピュータ・プログラムの著作物（以下「プログラム」という。）の開発，流通，利用に

際し，他人の作成したプログラムの複製，翻案等の利用をする場合には，原則として，著作

権者の許諾を得る必要がある（著作権法第 63条）。

2. プログラム複製物の所有者は，当該プログラムの減失毀損に備えてバックアップコピーを

作成すること，特定のコソピュータで利用し得るようにするためプログラムを修正すること

など，自ら当該プログラムをコソピュータで利用するため必要と認られる限度において，著

作権者の許諾を得ることなく，当該プログラムの複製または翻案をすることができる（箸作

権法第47条の 2第 1項）。

しかし， プログラムを複数のフロッピーディスク等へ複製すること（ネットワーク (LAN

(Local Area Network))で転送して複製する場合も含む。以下同じ。）は，この規定により許

容されるものではなく，著作権者の許諾を得る必要がある。

3. 公表された著作物の引用は一定の条件の下に許容されているが，他人の作成したプログラ

ムの一部を自己の作成するプログラムに複製することは，引用とは解されず，著作権者の許

諾を得る必要がある（著作権法第32条第 1項）。

4 学校その他の教育機関における著作物の複製は一定の条件の下に許容されているが，著作

物の種類および用途並びにその複製の部数及び態様に照らし著作権者の利益を不当に害する

こととなる場合はこの限りでないとされており，複数台のコンピュータにおいて利用するた

めに，プログラムを複数のフロッピーディスク等へ複製することは，著作権者の利益を不当

に害するものと解されるため，著作権者の許諾を得る必要がある（著作権法第35条）。

5. 他人が違法に複製したプログラムであると知りつつ，その複製物を大学等において使用す
る行為は，プログラムの著作権を侵害する行為とみなされる（著作権法第113条第2項）。

- 24ー



No. 89 (1994. 3) 

● ニュ ー ス

〇 駐日EC委員会代表部広報部長ルグリ氏が来訪されました。

去る2月7日（月）， 駐日EC委員会代表部参事官広報部長ジェラール 。ルグリ氏が来訪さ

れました。 同氏は昨年5月に着任され， このたび， 札幌市長の招きで来札されたのを機会に，

北大 EC資料センター（ 以下， EDC: European Documentation Center)の視察及びヨーロッ

パ関係研究者との懇談を希望されていたものです。
EDC視察は， 参考閲覧室において北大での沿革， 利用状況， 資料の整理等につ いて質疑

応答を交えながら行われ， 貴 斤

重なアドバイスをいただくこ

とができました。

ひきつづいて， 研修室に

おいて石坂昭雄経済学部教授

の司会で行われたEC資料関

係懇談会には， 学内関係教官

8名， 大学院生2名， 附属図

書館3名の参加があり， 始め

に，ルグリ氏から EC· EUの

現状と今後の政策， 展望につ

いて講演があった後， 通貨同

盟及び通貨統合時限の可能

性， EU加盟国間の意志決定

問題等について， また， EDC

関係では， 東京広報部情報サ ー ビス室利用上の諸間題および 1970年以前の所蔵資料の充実希

望について， また， 国内 EC資料情報ネットワ ー クの拠点となる EDCの育成間題についてな

ど熱心な意見交換が行われました。

本学の EDCは， 1982年に設置認可を受け， 国連寄託図書館， OECD 寄託図書館， カナダ

政府資料寄託図書館と共に当館の貴重な国際機関刊行資料コレクションの一つとして， その充

実に努めて来ておりますが， 今回のルグリ氏の来訪は， 最近のEC状況に対する知識を深め，

今後の北大 EDCの効果的運営を図る上で， 貴重な意見交換の機会であったと思われます。

最後に， ご多忙の中， 司会をお引き受けいただいた石坂教授はじめ， 参加いただいた研究

者の方々に厚くお礼申し上げると共に， 今後とも， 北大 EDCに対し忌憚のないご意見をお願

いする次第です。 （情報サービス課参考調査掛）
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● 特別寄稿

水産学部図書館のあゆみ

水産学部図書掛 金子美弥子

はじめに

昭和10年の函館高等水産学校の設立以来， 60年の歴史を持つ本図書館は戦後，新制大学

の学部への昇格，大学院の設置，農学部水産学科の移行，学科の増設，新館の竣工などの変遷

の中で整備拡充され，徐々に学部図書館としての機能を充実させて来た。

明治20年創立の札幌農学校水産学科の蔵書を受け継ぎ，購入による資料収集に加えて，

水産学の独自性から， 広く海外63カ国の 364に及ぶ研究機関との， 学術交流による文献の収

集にも力を注いで来た。

7,173冊からスタートした蔵書は， 1993年には 125,920冊となり，和洋合わせて 3,500種余

の雑誌も含めて，水産学の分野では豊富で価値ある蔵書を構成している。英国の Challenger

号による海洋探検調査報告を筆頭に， 13種の Expedition類や，籐田経信，大島正満先生など

水産学創世期の人々の個人文庫，戦前の北洋漁業や千島関係の資料もあり，蔵書を特徴づけて

いる。札幌キャンバスより遠隔地にある故，独立館的な要素も持ちながら今日に至っている。

1993年の統計で利用対象は，学生（院生も合む） 677人，教職員 221人である。 96の座席

を持つ明る＜静かな開架閲覧室は，年間の入館者数は50,895人で1日乎均では 205人となり，

10年前の 2.6倍。学生1人当たりの年間利用冊数の 18.3冊は， 10年飢の 2倍で， 図書館の利

用は年々増加している。ちなみに「日本の図書館」 1991年版のデータによると，国立大学の学

生 1人当たりの貸出冊数は 8.9冊で，年々停滞気味であるという。私は， 42年間この職場で働

き続けてきた。 昭和47年に新館が出来てからは，閲覧，参考の仕事をしている。定年を日前

にして，これまでの歴史を振り返りながら，ここに水産学部の図書館を紹介したいと思う。

沿革

設立以来60年の歴史を振り返ってみる時，おおよそ 3期に区分出来ると考える。

第 1期は，創立以来昭和24年までの，高等水産学校，水産専門学校の時代である。昭和 4

年，帝国議会が高等水産学校の設置を函館に定め，北海道帝国大学附属水産専門部を函館に独

立移転させて，函館高等水産学校が創立された。財政的な理由などから，開校したのは昭和 10

年4月1日であった。校庭の一角に，面積460面の図書館が設立され，鉄筋コンクリートの書

庫 (204mりおよび木造の事務室，教官閲覧室兼資料室があり，北海道帝国大学附属図響館より

和書2,745冊，洋書4,428冊が保管転換されてスタートした。資料は， 日本十進分類法に基づ

いてきちんと整理されてあり，先逹の仕事ぶりに敬意を表している。

昭和16年に太平洋戦争が始まった。検閲制度や用紙不足などで出版物も制限されるなど，

物心ともに大変な時代であったことは，図書の受け入れ冊数の上からも推察される。昭和20

年までの 4年間の受け入れ状況は，和書が 1,553冊，洋書が 156冊となっている。

昭和21年に至っては，和書が 0,洋書が 77冊寄贈されただけである。昭和 19年には文部

省直轄諸学校官制改正により，函館水産専門学校と改正され終戦を迎えた。

終戦の 2カ月後の 10月には，アメリカ軍によって校舎が接収され，やむなく函館市立東川

小学校の仮校舎へと 60時間以内に急きょ移転させられた。この時，軍国主義的な沢山の資料
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を箱に詰めて， 書庫の屋根裏へ隠したり応した。 この慌ただしさの中で紛失した図書心ある。

仮校舎での不便な生活は1年2カ月続いた。 窓に鉄柵のあったコンクリ ー ト造りの書庫が， ア

メリカ兵の監獄として使用されていたという逸話は， 戦争がもたらした爪痕のひとつと言える

だろう。 戦前， 戦後の混乱期は， 資料を保管して置くのがやっとという時代だった。

設立当時の図書誼主任， 故坂本武雄氏は， 在懺中の15年間に， 明治初年から昭和20年ま

で 78年閻の水産関係の和雑誌300 余種を対象に， 研究調査論文， 総説などを採録し， そ れ ら

を日本十進分類法の660 水産学の中で細分類 し， 故谷川英ー教授の監修の応とに， 全10巻，

2,400ペ ー ジにのぼる〔日本水産文献集成〕を刊行した。 謄写印刷だったこの出版物の 刊行 に

関しては， 谷川研究室の学生や図書誼職員の並々ならぬ協力があって実現されたことも付言し

たい。 これは， 日本における最初の水産学の文献集として， 高い評価を受けた労作であった。

第2期は， 国立学校設置法が昭和24年5月に公布され，函館水産専門学校は，新制北海道

大学水産学部に包括されて以来， 昭和47年に新陪が竣工されるまでの期間である。 水 産 増殖

学科·(40名）， 水産製造学科(80名）， 漁業学科(40名）， 遠洋漁業学科(40名） の4 学科が設置

された。 また， 昭和28年には大学院および特設専攻科が設置された。 他方， 昭和15年に農学

部に設置されてあった水産学科4講座も移転し， 蔵書3, 700冊が管理換えになった。 大学設置

基準に見合った整備拡充が必要になり， この時北海道庁は， 500万円づづの補助金を3年間援

助してくれた。 当時の水産学部の図書館の年閻予算が100万円であったことから考えても， 仕

事量の増加は想像を絶するものであった。 当時定員は4名で， 定員外職員が1名増やされただ

けだったので， 購入した図書や雑誌は， 日録カ ー ドを1枚作っただけでラベルを貼り， 支払す

るだけで精いっばいだった。カ ー ドの複製や目録カ ー ドの排列などは後回しになり， これらの

仕事を締めくくるのには， その後10年余の歳月を要した。 道庁援助費のお陰で， 貴重な雑誌

のハッ クナンバーや洋書， 海洋採検調査報告頬など， 有用な資料を纏めて収集 す る こ とが 出

来た。
一方， 農学部水産学科の移行により管理換えされた蔵喜の中には， 藤田経信文庫（魚類寄

生虫や水産養殖関係の論文測刷集）や， 大島正満文庫（日本近海およびアジアの魚類の分類関

係の論文別刷集）などや， Expediton類が合まれていて， 水産学部の蔵雷を特色あるものにし

ている。

資料の急増で書庫の増設が必要となり， 2年に亘って， 函館市より500万円の寄付を受け

て， 昭和32年には200面の書庫が増設された。 鸞庫は，新旧合わせて404m2 となった。 この

時， 雑誌と単行本を別置したので， 白衣を埃まみれにしながら本の移動に明け暮れた。

大学の民王化を叫んだ昭和40年代の紛争の嵐は， 水産学部にも起き， 昭和45年には， 机

と椅子のバリケ ー ドで図書館が封鎮される一幕心あったけれど， 書庫その他は無事だった。 そ

の頃キャンバスでは校舎の建て替えか進行していた。 昭和4 7年竣工予定の新館移転に向け て

下準備が始まった。昭和45年に日本十進分類法第7版への切り換えを行った結果，目録カ ー ド

の組み替えが必要となった。 この仕事は， 分類の専門的知識を必要とする根気のいる仕事で，

私は日常業務と乎行してこの仕事に取り組んだ。カ ー ドは事務用， 閲覧用合わせて約9万枚あ

り， 神経を集中しながら同じ姿勢で指先を頻緊に動かす作業だった為に， 頸肩腕症候群を息い

辛い苺日を送った。 また， 雑誌の和洋別置の作業もあり， みんなでスケジュ ー ルを組んで作業

をした。 以上述べて来たように， この期間は， 大学の学部としての整備拡充に費やされ， 辛酸

を嘗めた時期であったと言える。

第3期は， 昭和4 7年秋， 新館へ移転してからの犀史である。 2階建ての新しい図書館は，
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以前の2倍の面積(1,360mり

を持つ明る＜綺麗な建物

で， 1層には，事務室，資

料室，会議室その他があり，

2層日は全部閲覧部門に当

てられた。 96の座席を持つ

366面の開架閲覧室には

広いカウンターがあって，

専任の係員が配置されるよ

うになった。旧図書館の閲

覧室は， 65の座席のある

180面の半接架方式の閲覧

室で，隣接する事務室の端

に開いた窓口が出納台で，

事務仕事の合間に雑誌や図

書の出納をするといった具合だったので，全くの様変わりだった。新しいカウンターで仕事を

するように命じられ，以来私は，定員外職員1名と共に閲覧，参考の仕事をしてきた。カウン

ターに座り一日中利用者のニーズに直接触れるようになって痛感した事は，以前の目録や分類

の仕事は，多忙なために，著者や書名，巻号などを追いがちで，内容にまで立ち入る暇が持て

ないままに過ぎていたという事であった。立派なカウ‘ノータがあっても，並ぶべぎツールがほ

とんどなく，正にゼロからの出発であった。文献の所在謁査にはとうにか対応出来ても，「プ

ランクトンの培養液に関する資料は？」などの事項調査は，最初の内は何処から手を付けてい

いのやら，右往左往する毎日であったのである。 20年余の日々を振り返る時，参考業務は，利

用者のニーズが仕事を広め，深めて呉れたと言える。この様な経緯から，第 3期は，利用面に

重点を置いて述べてみたい。

閲覧および貸出しサービスについて

利用対象は，学部学生，院生，教職員，研究生が中心であるが，卒業生や国の水産研究所

や都道府県の水産試験場をはじめ地もとの漁業関係者などの利用もあり，市立図冑館からの紹

介で訪れる市民もある。 前述のように， 1993年の統計を 10年前と比較してみると，入館者で

2.6倍，貸出冊数では 2倍，学生1人当たりの年間利用冊数も 2倍と言う具合に，年々利用が増

加していることは喜ばしい。なお，賠内閲覧や書庫内での雑誌の利用はチェックしていないの

で，実質的には利用数は更に増加する。昭和 58年以降， 2年目学生の移行時に学科担任と連

絡を取り，講義の時間を 30分くらい頂いて，学科ごとに図書館で利用ガイダンスを行ってき

た。また 4月には，各講座ごとに 4年日学生に対して，二次資料や文献の所在目録，索引誌の

調べ方などについて具体的なガイダンスを行なってきた。刹用の増加に，その効果が現れてい

ると思う。開架図書は 10,700冊（専門図書 9,000冊，参考図書 1,700冊）と極めて少ない。しか

もこの 10年近く，学生用専門図書の購入予算は年間約 100万円で凍結状態にある。学生専門

図書の選定は，各学科の教官が行っているが，出されたリストをもとに，重複や複本，シリー

ズものの継続状況のチェックなど，利用度や蔵書構成などを加味しながら調整する。参考図書

費は，年間 85万円程である。参考図書の選書には， 日本図書館協会発行の「日本の参考図書

四季版」や各社の出版ニュース，雑誌に載る図書案内などに目を通しておく事も仕事のひとつ
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である。 図書の不足を補う意味で， 私は雑誌の中から総論を選んで記事カ ー ドを作り始めた。

それ以来， その時々の新しいニ ー ズを捕らえては， 水質汚濁や赤潮， 各魚種ごとの生態や生活

鬼魚病， 魚のストレス， リモ ー トセンシング， 各県別漁具， 漁法など， 主題別論文の記事力

ードが20年間に12,000枚以上になり， 日本十進分類法の分類別に排列してカ ー ド目録を作っ

ている。 これは， レファレ ‘ノスサ ー ビスや学生のリポ ー ト作成時の文献探しに役だっている。

また， 主要和雑誌や水産研究所， 水産試験場， 大学の水産関係の学部などの報告176誌の目次

をコピ ー して総目次集を作り， 参考図書コ ー ナ ー の一角に置いて役立てている。 学生用購入和

雑誌40誌と寄贈和雑誌270誌を閲架閲覧室に排架し， 閲覧に供している。

1986年より蔵書検索ジステムが開始された。 以前は，いちいち本館の参考掛に電話して所

在を調べてもらっていた時と比べると， 全学の所蔵が居ながらにして判るということは素晴ら

しいことである。 2年目のガイダンスの時に尋ねてみると， CLARKの端末システムを利用し

たことのない学生が多く， 個々に利用指導する場合も多い。 端末機は， 閲覧室に1台と事務用

としてカウンタ ー内に1台ある。 一方， 学術情報センタ ー の目録検索システムNAPlの利用

は， 図書館職員が検索を代行しているが， 学外の賓料の所在調査におおいに役だっている。 留

学生の数も年々増加し， 現在は24 名になっている。 「ムセキツイドウブツのホネの図鑑があり

ますか？」と聞かれ， 良く尋ねてみると或る種のミジンコの検索図を求めている事が判ったと

いう例に見られるように， 利用に関しては言葉の間題その他気苦労もある。

文献交換業務と資料惰報サ ー ビス

学部の出版物は， 水産学部研究彙報(19 50年発刊）， 水産学部紀要(19 53年発刊）および海

洋調査漁業試験要報(19 57年発刊） があり， これらを交換文献として学術交流を計ってきた。

文献交換業務は， 住所変更や機関の統廃合， 送付先リストの更新期の返信， 加えて欠号請求も

まめに行わなければならず， なかなか大変な業務である。 現在， 世界63 カ国，364機関および

国内331 機関から，年間1,500余種の寄贈雑誌を受け入れている。 この内， 国内の大学の中で，

当学部だけが持っている雑誌は，100種ほどある。 楡蔭No. 84 の平成3年度年 間受入：雑誌

種類数の寄隋洋雑誌数は， 附属図書館 508 の次ぎに多いのが， 水産学部の4 59 であある。 寄贈

交換の雑誌は，1970年頃までは学科に回覧していたが，回覧途中の散逸や人手不足などにより

中止してしまった。 1980年になって，和洋の交換寄贈雑誌の受け入れを二階カウンタ ー で取り

扱うことになった。 学術的に貴重な心のも多く， 主要なものは目次に目を通し， 希望する教官

や院生には資料情報サ ー ビスを行って喜ばれている。

レファレンスサ ー ビスおよび情報検索

引用文献の所在調査やテ ー マ別文献の収集などでカウンタ ー を訪れる利用者は，年間3,500

を超えている。 他大学の図書陪や民間の研究機関から電話や文書による質間， 時には， 外国か

ら手紙による相談も舞い込む。 これらに対応するためには， 日常不断に関連分野の Bibliogra­

phyの収集や参考図書の内容のチェッ ク， 雑誌の目次の通覧， 各講座の研究テ ー マの把握や他

の機関の研究内容にも気を配る必要がある。 先に述べた雑誌記事カ ー ド目録は， レファレンス

の貴重なツ ー ルでもある。

研究と教育の二つの側面を持っている学部の図書館は， 学内の研究業績をきちんと整理し

て， 必要な時にすぐに利用に供せるようにして置くことも， 図書館としての大切な仕事である

と考えてぎた。 博士論文， 修士論文の著者名別，年度 別， 講座別目録カ ー ドや， 博士論文審査

の要旨をコビーして著者のABC順にファイルしたもの， 水産学部研究彙報や日本水産学会誌

の学内関係者の氏名のABC順の記事索引も作成してきた。 僭人文庫には， 藤田文庫や大島文
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庫の他に，佐々木望，野沢俊次郎，村山佐太郎，渡辺宗重，時田旬瓜小林新二郎，岡田簡，元

田茂，谷川英一，近江彦栄，小林喜雄，上野逹治諸先生の文庫もあり，大部分は別刷集であ

る。このうち元田文庫は，講座にあった目次のフロッピーをもとに，前掛長の諏訪田義美氏が

システム化し，著者とキーワードから検索出来るようになり，たいへん便利である。

アメリカの WoodHoleや Scrippsの海洋研究所をはじめ世界各国の研究機関から Col-

lected Reprintsや Contribution,Reprintsなどという形で，業績集を受け入れている。利用

者が必要とする文献が，雑誌のタイトルでは学部内に無くても，論文の著者の所属を調べて業

績集の中から探し出せる物も多い。しかし，媒介となる職員が居なくては，これらは，嘗架に

埋もれてしまう宝である。元田文庫のように，これら全部の業績集がシステム化されるなら

ば，ペーパーの裏付けのある世界にも誇れる水産学の一大デークーベースになるに違いない。

しかし今の所は残念ながら夢でしかない。

Dialogや JOISの民間情報検索システムが昭和58年より導入さた。インフォメージョジ

サービスが効を奏してかキーワードの理解や検索式の組み方など，検索にはあまり苦労せず

にすんだ。利用者と一緒にマニュアルで検索方法を検討してから，職員が検索を代行してい

る。校費使用に限られている上，料金も高く，利用度のある 2月から 4月は，支払年度との

関係で利用出来ないことなども加わって十分に活用されてはいない。今年度から BIOSISや

MEDLINEの CD-ROMゃCCoDマルチ検索ジステムも利用出来るようになった。 CCoD
は簡単な利用の手引きを作り，関係する講座の院生や教官に呼びかけてデモンストレージョン

も行った。 1人1時間の利用制限で始めた。日を追うに従って莉用者が増えている。無料で利

用出来る点がとても喜ばれている。

文献複写サービス

ILLジステムの導入で平成4年度は，受付573件，依頼506件で平成2年度に比べると各々

2倍に増加してぎている。複写機が 1台よりなく， 日中は書庫内の雑誌を複写する利用者が多

いので， 5時過ぎに依頼の分の複写をする場合が多く，職員の勤務時間や健康管理の上からも

問題がある。

おわりに

、ンジュウカラガンについて調べているという或る大学の教官が書庫の中で， Leonhard

StejnegerのResultsof Ornithological Explorations in the Commander Island and in 

Kamtshatka. Washington, Government Printing Office. 1885を見つけて「この本は，東京

中どこを探しても見あたらなかった本です。ここに立ち寄って良かった。」と喜んで帰られた

事がある。書庫の中には，魚類学の世界的な古典である Cuvier,M. le B. とValenciennes,

M. の HistoireNaturelle de Poissons Tome I-XXII. 1828-1849. Paris, Chez P. Bertrand 

や木版印刷， 折本仕立ての小山田与清欧文「勇魚取（イザナトリ）絵詞」など， 歴史的に価値

のある資料がまだまだ埋もれている。これらを一つ一つ解題し利用者に知らせる仕事は，ほと

んど手付かずじまいになってしまった事は心残りである。

司書講習が仕事の末来を開き，「ああ，在りましたか！」と喜ぶ利用者の笑顔が嬉しくて，

私は仕事に駆り立てられ，あれこれの創意工夫をこらして道を拓いて来た。昨秋，学部を訪れ

たかつての卒業生のI氏（現在はある大学の教官）が閲覧室のあちこちをカメラに納めて帰り，

後日その写真と一緒に手紙を頂いた。その手紙の一節に「私，末だに金子さん程の素晴らしい

司書にお目にかかったことはございません。院生一人一人生ての専攻分野を把握し，有益かつ

新しい情報，アドバイスを与えて下さった事など……感謝致しております。」と身に余る言葉
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があった。 今， 私はその言葉を胸に， 職場を去る。

● 本学教官著作物（本館・分館受贈分）

本学教官の方々から附属図書館に下記の著作図書を御寄贈いただきました。

〔本 館〕

0名誉教授

中 川 秀 恭 なぜキリスト教か： 中川秀恭先生八十五歳記念論文集 創文社 1993

今 村 成 和 私的独占禁止法の研究（六）有斐閣 1993

II 独占禁止法入門 第4版（有斐閣双書）有斐閣 1993 
II 人権論考 有斐閣 1994

大 野 公 男 Quantum Chemistry Literature Data Base (Physical Sciences Data, 12) Else­

vier 1982 

松 沢 弘 陽 近代日本の形成と西洋経験 岩波揖店 1993

0経済学 部

宮 本 謙 介 インドネシア経済史研究： 植民地社会の成立と構造 ミネルヴァ書房 1993

佐 藤 茂 行 イデオロギ ー と神話 木鐸社 1993

O医 学 部

宮崎 保（共網） The Mechanism and New Approach on Drug Resistance of Cancer Cells. 

Excerpta Medica 1993 

0工 学 部

新保 勝（分担執筆） ファジィ ・ デ ー タベ ー スと清報検索（講座ファジィ 9) 日刊工業新聞社 1993

0言語文学部

中村健之介 知られざるドストエフスキ ー 岩波書店 1993

// (編訳） ドストエフスキ ー 裁判 北海道大学図書刊行会 1993 

0大学院地球環境科学研究科

山 村 悦 夫 Introduction to Model Reference Adaptive Theory (Institute of Environ­

mental Creation, International Series, Vol. 1) Institute of Environmental 

Creation 1993 

O医療技術短期大学部

鈴木 重統（共編） Perinatal Thrombosis and Hemostasis. Springer-Verlag 1991 

II 周産期出血の診療改訂第2版 金原出版 1991

〔教養分館〕

0名誉教授

大 野 公 男 Quantum Chemistry Literature Data Base (Phyfical Sciences Data, 12) Else­

vier 1982 

0工 学 部

荒谷 豆（共秤） 建築家のための熱環境解析入門 北海道大学図書刊行会 1993

附属図書館では， 木学教官著作物をできる限り収集するようつとめております。 今後とも， よろしくご協

力下さい。
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● 会議

第26回国立七大学附属図書館部課長会議 ＜平成5年 11月25日（木）＞

場所： 九州大学

協議事項

1. 図書館サービスの展開とキャンパスオートメーションの推進について

2. (ア） 外国雑誌購入契約にかかる諸問題について

（イ）外国雑誌の購入方法について

3. 次期事務電算化システムのモジュール開発と要員の養成について

4. 部局図書室制度と中央図書館との相互の連携lこついて

5. 自己点検• 自己評価実施上の問題点について

第67次国立七大学附属図書館協議会 ＜平成5年 11月26日（金）＞

場所； 九州大学

協議事項

1. 学内情報流通休制の整備について

2. 古文献担当職員の確保・猜成について

3. 新しい図書館情報サービスのための「新情報基幹整備」について

4. 図書館業務における大学院生の活用について

5. 学術論文デリバリーサービスと図告誼システムのあり方について

6. 学術雑誌目次速報テーターベース事業計画の進捗状況と今後の対応について

第113回教養分館委員会 ＜乎成5年 11月26日（金）＞

議題

1. 教官選定図書について

2. 書庫拡充計画について

第153回図書館委員会 ＜平成6年 1月10日（月）＞

議題

1. 附属図書館備え付け資料の購入計画について

報告事項

L 平成5年度二次補正案に係る電動式集密書架の導入について

2. 教養分館のブックディテクション導入について

3. その他
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